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収スベクトルによるとイオウと空気の共存下での光劣化のみに 1040cm一 1 を中心とする吸収が認め
られ s=oおよびc=s の存在が考えられる。紫外，可視光線吸収スベクトノレの場合もイオウと空気
の共存する場合の著しい吸収の増加はイオウの存在しないときに生じる c=oに比し c=s は，イオ
































赤外線吸収スペクトルにおいて 1 0 4 Ocm- 1を中心とする吸収が認められた。これは 5=0 および
C=5 の存在によるものと考えられる。一方紫外，可視光線スベクトルのときにも C=oに比べて C
=5 の吸収が増加した。すなわち光劣化に対しては空気中の酸素が大きな役割を演ずるものとの結論
に到達した。
この様にポリ塩化ピニル製品とイオウとの接触によって生ずる着色は従来考えられていた顔料，安
定剤などとイオウとの反応以外に光劣化によるものが相当含まれていることを明らかにした。これら
の著者の考察は第 3 章にまとめられている。つぎにこれらの着色に対する対策を検討の結果，紫外線
吸収剤を使用することを考え，種々の検討の結果，ベンヅトリアゾール系の Tinuvin-P を配合する
ことにより満足な結果を得た。これの結果は第 4章において記述しである。以上イオウの存在下にお
けるポリ塩化ピニルの光劣化の原因を明らかにし，これに対する対策を確立せしめたのが本論文の内
容である。
本論文は従来余り明らかにされていなかったポリ塩化ピニルの着色の原因を，分析化学的に明かに
し，イオウー空気の共存が大きな役割をなすことを確め，これに対する対策を確立したもので，工学
上寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認める。
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